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●
水
と
生
き
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
海
面
が
上
昇

す
る
と
標
高
の
低
い
土
地
は
浸
水
す
る
。

水
没
す
る
土
地
面
積
が
広
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
国
の
代
表
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
あ
る
。
雨
季
の
日
中
に
ダ
ッ
カ
空

港
に
着
陸
す
る
航
空
機
か
ら
眺
め
て
い

る
と
、
国
土
の
か
な
り
の
面
積
が
水
に

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
嘆
す
る
。

　

一
般
に
水
は
恵
み
で
あ
り
、
こ
の
地

を
「
黄
金
の
ベ
ン
ガ
ル
」
と
呼
ば
し
め

た
稲
や
ジ
ュ
ー
ト
の
発
育
の
源
な
の
だ

が
、
そ
れ
も
多
す
ぎ
れ
ば
災
い
と
な
る

（
参
考
文
献
①
②
）。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
水
害
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
で
、
ベ
ン
ガ
ル

湾
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
襲
う
。
記

憶
に
新
し
い
サ
イ
ク
ロ
ン
と
し
て
は
二

〇
〇
七
年
の
シ
ド
ル
が
挙
げ
ら
れ
る

（
参
考
文
献
③
）。
死
者
・
行
方
不
明
者

が
四
〇
〇
〇
人
以
上
、
被
災
者
は
九
〇

〇
万
人
以
上
に
達
し
た
。
サ
イ
ク
ロ
ン

の
来
襲
は
一
所
に
お
い
て
せ
い
ぜ
い
数

時
間
で
あ
り
、
た
と
え
て
言
う
な
れ
ば

「
急
性
疾
患
」で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て

洪
水
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
国
境
で
接
し
て
い
る
イ
ン
ド
か
ら

流
れ
る
大
河
を
通
じ
て
来
襲
す
る
「
慢

性
疾
患
」で
あ
る
。と
い
う
の
は
、洪
水

の
場
合
、
数
十
日
単
位
で
少
し
ず
つ
水

か
さ
が
上
が
り
、
浸
水
域
が
広
が
っ
て

い
く
と
い
う
形
で
被
害
が
発
生
し
、
被

災
者
数
は
サ
イ
ク
ロ
ン
よ
り
多
い
の
に
、

死
者
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
一
九
九
八
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
が
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
大
洪
水
に

見
舞
わ
れ
た
際
に
初
め
て
同
国
を
訪
問

し
た
の
で
あ
る
が
、
首
都
ダ
ッ
カ
の
グ

ル
シ
ャ
ン
地
区
に
お
い
て
、
浸
水
は
毎

日
約
二
メ
ー
ト
ル
ず
つ
進
行
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
洪
水
は
予
測
可
能
で
、

季
節
的
な
現
象
で
あ
る
。
農
業
の
た
め

に
は
、
肥
沃
な
土
を
定
期
的
に
運
び
込

む
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、「
恵
み
」

の
側
面
を
有
し
て
い
る
。

●
北
限
の
地
の
洪
水

　

一
方
、
洪
水
は
徐
々
に
土
地
を
浸
食

す
る
の
で
、
浸
食
さ
れ
た
土
地
に
住
居

や
農
地
を
有
し
て
い
た
人
々
に
と
っ
て

は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二

年
の
間
、
調
査
の
た
め
、
年
に
二
回
程

度
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
の
ロ
ン

プ
ー
ル
管
区
を
訪
れ
た
。
ロ
ン
プ
ー
ル

管
区
の
な
か
で
も
、
ガ
イ
バ
ン
ダ
県
、

ク
リ
グ
ラ
ム
県
、
ラ
ル
モ
ニ
ル
ハ
ッ
ト

県
は
、
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
、
メ
ガ

ラ
ヤ
州
か
ら
流
れ
入
る
大
河
川
ブ
ラ
フ

マ
プ
ト
ラ
川
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は

ジ
ョ
ム
ナ
川
と
呼
ば
れ
る
）
や
、
そ
の

支
流
の
テ
ィ
ス
タ
川
に
よ
っ
て
、
流
域

の
土
壌
浸
食
が
激
し
い
。
こ
の
地
は
、

ベ
ン
ガ
ル
湾
か
ら
五
〇
〇
キ
ロ
の
距
離

に
あ
り
、
ブ
ー
タ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
国
境

ま
で
二
〇
〇
キ
ロ
の
近
さ
な
の
で
、
冬

の
朝
は
一
〇
度
以
下
に
ま
で
気
温
が
下

が
る
。
そ
ん
な
内
陸
部
で
あ
り
な
が
ら

洪
水
の
被
害
が
大
き
い
こ
と
が
、
筆
者

に
は
意
外
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
ジ
ョ
ム
ナ
川
の
水
量
は
大
き
く
、
い

っ
た
ん
川
の
真
ん
中
ま
で
舟
で
行
け
ば
、

（
近
眼
の
筆
者
に
は
）
も
う
両
岸
が
見

え
な
い
ほ
ど
の
川
幅
で
あ
る
。
川
の
な

か
に
は
無
数
の
中
洲
が
あ
り
、
小
さ
い

も
の
は
日
本
人
の
感
覚
ど
お
り
の
規
模

で
あ
る
が
、
大
き
い
も
の
は
川
の
な
か

の
島
で
あ
る
。
大
小
ま
と
め
て
ベ
ン
ガ

ル
語
で
チ
ョ
ル
（char

）
と
呼
ば
れ
て

い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

チ
ョ
ル
の
端
や
河
川
敷
は
、
洪
水
の

際
に
は
水
没
し
た
り
土
壌
が
失
わ
れ
た

り
す
る
。
そ
し
て
乾
季
に
な
る
と
再
び

肥
沃
な
土
地
と
し
て
浮
上
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
土
地
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
低
所
得
層
に
と
っ
て

は
便
利
な
農
地
と
な
る
。
つ
ま
り
、
水

没
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
低
所
得
層
が

居
住
す
る
傾
向
に
あ
り
、
洪
水
の
際
に

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
も
低
所
得

層
の
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
海
水
面
の
み
な
ら
ず
、

川
の
水
位
も
上
昇
す
れ
ば
、
低
所
得
層

の
居
住
域
も
狭
ま
る
こ
と
と
な
る
。

●
パ
リ
協
定
の
評
価

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ

特 集
「パリ協定」後の気候変動対応

　

バン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
気
候
変
動
対
応山

形 

辰
史
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シ
ュ
政
府
は
地
球
温
暖
化
に
敏
感
で
あ

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
か
ら
帰
国
し
た
環
境
・

森
林
大
臣
ア
ン
ワ
ー
ル
・
ホ
セ
イ
ン
・

マ
ン
ジ
ュ
は
、
会
議
の
結
果
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
利
益
に
か
な
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
（
参
考
文
献

⑤
）。
気
候
変
動
対
策
は
、
適
応
策

（adaptation

）
と
緩
和
策
（m

itiga-
tion

）
に
分
け
ら
れ
、
医
療
に
た
と
え

て
い
え
ば
、
前
者
が
治
療
、
後
者
が
予

防
に
当
た
る
。
既
に
大
き
な
被
害
に
直

面
し
て
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て

は
、
緩
和
策
よ
り
適
応
策
に
資
源
配
分

を
多
く
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

マ
ン
ジ
ュ
大
臣
は
そ
の
点
で
も
「
言
う

べ
き
こ
と
は
言
っ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
気
候
変
動

対
応

　

温
暖
化
脆
弱
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

環
境
・
森
林
省
は
、
二
〇
〇
九
年
に

「
気
候
変
動
戦
略
・
行
動
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
気
候
変
動
信
託
基
金
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｆ
）
を
設
立
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ

ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
の
出
資
に
よ
り
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
気
候
変
動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

基
金
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
も
設
立
さ
れ
、

両
基
金
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
の
行

動
計
画
を
支
え
て
い
る
（
参
考
文
献

⑥
）。
報
道
に
よ
れ
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
政
府
は
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
に
約
二
〇
〇

億
タ
カ
（
約
三
〇
七
億
円
）
の
支
出
を

約
束
し
、
二
〇
一
四
年
六
月
ま
で
に
、

二
一
八
の
政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
六
三

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
基
金
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
元
手
を
融
資
す
る

政
府
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
Ｐ
Ｋ

Ｓ
Ｆ
（
農
村
活
動
支
援
基
金
）
を
通
じ

て
資
金
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
災
害
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
、
災

害
に
強
い
稲
の
新
品
種
導
入
、
植
林
、

治
水
イ
ン
フ
ラ
、
太
陽
光
発
電
、
深
井

戸
、
行
政
官
の
能
力
開
発
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
で
あ
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
の
よ
う
な
基
金
を
Ｌ
Ｄ

Ｃ
（
後
発
開
発
途
上
国
）
が
設
立
す
る

の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
政
府
の
気
候
変
動
課
題
へ
の
思

い
入
れ
の
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。

（
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

国
際
交
流
・
研
修
室
長
）
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